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令
和
５
年
１１
月
に
「
デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
（
閣
議

決
定
）
が
示
さ
れ
、
こ
の
中
で
、
賃
金
上
昇
が
物
価
高
に
追
い
付
い
て
い
な
い
国

民
の
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
と
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
一
時
的
な
措
置
と
し
て

令
和
６
年
分
所
得
税
及
び
令
和
６
年
度
分
住
民
税
を
減
税
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。 

こ
の
中
で
、
給
与
所
得
者
並
び
に
事
業
主
の
方
は
、
会
社
か
ら
の
説
明
及
び
税

理
士
か
ら
の
指
示
な
ど
で
行
わ
れ
て
お
り
今
年
６
月
の
給
与
か
ら
反
映
さ
れ
て

い
ま
す
。 

中
里
学
区
内
に
は
高
齢
者
が
多
く
年
金
に
よ
る
生
活
者
が
多
い
た
め
高
齢
者
の

定
額
減
税
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

１
：
公
的
年
金
受
給
者
で
所
得
税
・
住
民
税
の
課
税
者
の
定
額
減
税 

■
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の
定
額
減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。 

＊
所
得
税
分 

３
万
円×

減
税
対
象
人
数 
 

 

＊
個
人
住
民
税
分 

１
万

円×

減
税
対
象
人
数 

① 

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込
ま
れ
る
方
に 

補
足
給
付
金
が
給
付
さ
れ

ま
す 

② 

い
く
ら
支
給
さ
れ
る
の
？ 

上
記
の
＊
印
分
ま
で
減
税
で
き
な
か
っ
た

金
額
、
１
万
円
単
位
に
切
り
上
げ
て
算
定
し
た
｛
調
整
給
付
金
｝
が
支
給
さ
れ

ま
す
。 

③ 

給
付
対
象
者
と
な
る
方
に
は
、
８
月
中
に
市
か
ら
給
付
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。（
電
話
な
ど
で
連
絡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
） 

２
：公
的
年
金
受
給
者
で
所
得
税
・
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方 

（
■
物
価
高
騰
対
策
支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

①
定
額
減
税
の
対
象
と
な
ら
な
い
住
民
税
非
課
税
世
帯
や
低
所
得
者
世
帯
に

は
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
は
、
２
０
２
３
年
に

支
給
し
た
３
万
円
に
加
え
て
７
万
円
を
支
給
し
、
所
得
税
非
課
税
で
住
民
税

を
支
払
っ
て
い
る
低
所
得
者
世
帯
に
は
１０
万
円
を
支
給
し
ま
す
。
２
０
２
３

年
住
民
税
課
税
だ
っ
た
方
で
も
２
０
２
４
年
度
に
住
民
税
非
課
税
も
し
く
は

均
等
割
り
の
み
課
税
と
な
っ
た
世
帯
も
給
付
の
対
象
で
す
。 

②
今
回
の
支
給
対
象
者 

 

デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
に
お
け
る
新
た
な
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
、
物
価
高
に
最
も
切
実
に
苦
し
ん
で
い
る
低
所
得
世
帯
（
※
令
和
６
年
度

（
２
０
２
４
年
度
）
に
お
い
て
新
た
に
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
ま
た
は
住
民

税
均
等 

  

令
和
６
年
６
月
１
６
日
雨
の
中
、
栃
木
県
沼
ッ
原
湿
原
へ

向
け
て
出
発
。
バ
ス
の
中
は
み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
楽
し
い
雰
囲
気
で
し
た
。
途
中
、
道
の
駅
で
の
休
憩
を
は
さ

み
な
が
ら
現
地
で
の
特
産
品
に
旅
行
気
分
は
上
昇
、
沼
ッ
原

に
到
着
し
美
し
い
那
須
連
山
の
自
然
の
中
班
を
組
み
散
策
へ

出
発
、
現
地
は
青
空
も
見
え
清
々
し
い
空
気
の
中
、
各
々
が
美

し
い
環
境
を
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
板
室
健
康
の
湯
グ

リ
ー
ン
・
グ
リ
ー
ン
に
移
動
し
入
浴
休
憩
、
な
ん
と
こ
こ
で
降

雨
が
発
生
、
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
や
ら
悪
い
や
ら
で
各
々
疲

れ
を
癒
し
ま
し
た
。 

帰
り
は
バ
ス
の
中
で 

環
境
に
ま
つ
わ
る
ク 

イ
ズ
大
会
、
ビ
ン
ゴ 

大
会
で
レ
ク
リ
エ
ー 

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
午 

後
６
時
半
に
中
里
に 

帰
っ
て
き
ま
し
た
。 

こ
の
会
の
様
子
を
下
記 

の
写
真
で
お
楽
し
み
く 

だ
さ
い
。
普
段
、
中
里 

の
自
然
に
囲
ま
れ
て
い 

る
と
慣
れ
き
っ
て
し
ま 

い
ま
す
が
こ
う
し
て
他 

所
の
自
然
環
境
に
触
れ 

る
こ
と
で
中
里
の
自
然 

も
再
認
識
で
き
ま
す
。 （

２
０
２
４
年
度
）
に
お
い
て
新
た
に
住
民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
ま
た
は
住
民

税
均
等
割
の
み
課
税
と
な
る
世
帯
）
に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
１０
万
円
を
給
付

し
ま
す
。 

以
下
の
場
合
は
対
象
外 

●
令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
７
万
円
給
付
金

の
対
象
世
帯 

●
令
和
５
年
度
（
２
０
２
３
年
度
）
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
へ
の
１０
万

円
給
付
金
の
対
象
世
帯 

②
上
記
の
支
給
対
象
者
に
は
、
７
月
末
か
ら
８
月
に
か
け
て
お
知
ら
せ
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
必
要
事
項
記
入
し
申
請
し
ま
す
。 

同
様
に
電
話
な
ど
で
支
給
問
い
合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
い
。 

 

 

  

入
四
間
町
宿
の
堀
江
翔

か
け
る

君
は
、
今
年
９
月
に
フ
ラ
ン
ス
リ
ヨ
ン
で
行
わ
れ
る 

「
第
４７
回
技
能
五
輪
国
際
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。 

 

堀
江
君
は
、
２
０
１
８
年
に
中
里
小
中
学
校
を
卒
業
し
、
日
立
市
成
沢
町
の
「
日 

専
校
」
に
入
学
、
学
業
と
技
術
を
研
鑽
し
三
菱
重
工
高
砂
工
場
入
社
し
更
に
技
術

を
磨
き
、
特
に
電
気
溶
接
部
門
に
お
い
て
、
代
表
で
地
方
大
会
・
全
国
大
会
に
出

場
し
令
和
５
年
の
大
会
で
優
勝
し
国
際
大
会
の
日
本
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。 

 

本
大
会
は
、 

現
在
２
年
に 

１
回
開
催
さ 

れ
て
い
ま
す 

が
、
元
來
は 

第
二
次
世
界 

大
戦
後
、
若 

者
の
将
来
を 

憂
い
た
フ
ラ 

ン
シ
ス
コ
・
ア
ル
バ
ー
ト
・
ビ
ダ
ル
氏
に
よ
り
、
職
業
訓
練
の
振
興
と
技
術
の
向

上
、
青
年
技
術
労
働
者
の
国
際
交
流
と
親
善
を
目
的
に
１
９
５
０
年
ス
ペ
イ
ン
と

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
２
か
国
の
選
手
が
参
加
し
た
大
会
と
し
て
始
ま
っ
た
。 

 

現
在
は
６０
か
国
以
上
の
国
、
地
域
か
ら
１
３
０
０
名
以
上
の
選
手
が
参
加
す
る

世
界
最
大
級
の
技
能
の
祭
典
で
す
。 

 

今
年
の
９
月
１０
日
か
ら
１５
日
の
５
日
間
技
能
競
技
が
行
わ
れ
、
勝
敗
も
決
定
し

ま
す
が
、
何
よ
り
も
国
際
大
会
の
出
場
に
よ
り
更
に
技
術
の
研
鑽
、
国
際
交
流
を 

経
験
し
日
本
の
物
作
り
に
役
立
て
て
戴
き
た
い
。
健
闘
を
祈
り
ま
す
。 

結
果
は
、
堀
江
君
本
人
が
１
０
月
の
「
澄
水
祭
」
に
児
童
・
生
徒
さ
ん
の
前
で
詳
し

く
発
表
頂
け
る
と
の
こ
と
。
期
待
し
応
援
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

 

令
和
６
年
度
春
の
中
里
学
区
歩
く
会
を
開
催 

  
 
 
 
 

 

定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す 

 所得税 住民税 

本人 ３０、０００円 １０，０００円 

配偶者または扶養親族 1人につき３０，０００円 1人につき１０，０００円 

定額減税で控除される金額 

 

木漏れ日の中、木道とハイ

キング路を歩き行き交う

人に挨拶し談笑しながら

自然を楽しんだ。 

目的地に着き仲間たちと

の会話も弾み、記念写真の

シャッターをパチリ。飲み

物も喉にしみました 

中里小中学校の昇降口の正面に

等身大の堀江君の写真がある 

 
堀
江 

翔
君 

技
能
五
輪
国
際
大
会
（フ
ラ
ン
ス
・リ
ヨ
ン
） 

 
 
 

 
 
 

に
日
本
代
表
で
出
場 

ご注意ください （電話や訪問での案内は詐欺） 

定額減税・補足給付金・物価対策特別給付金については 

絶対に電話や訪問での案内はありません。 

該当者には、日立市から案内が郵送されます。 



 

 

 
 

日
立
市
の
廃
食
用
油
か
ら
飛
行
機
が
飛
ぶ
⁉ 

  
 
 
 
 

 

 

初
め
ま
し
て
、
私
は
後
藤
寛
明
と
申
し
ま
す
。
現
在
は
東
河
内
で
農
業
を
営
ん
で
お
り
こ

う
し
て
広
報
活
動
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
見
習
い
で
あ
り
来
年
か
ら
発
行
業

務
全
般
を
担
当
す
る
の
で
是
非
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
趣
味
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ッ

ク
音
楽
が
高
校
時
代
か
ら
好
き
で
よ
く
聞
い
た
り
歌
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
座
右
の
銘
は「
Ⅰ 

ａ
ｍ 

ｆ
ｒ
ｅ
ｅ 

ｔ
ｏ 

ｂ
ｅ 

ｗ
ｈ
ａ
ｔ
ｅ
ｖ
ｅ
ｒ 

Ⅰ
」(

自
分
が
何
に
な
ろ
う
と
何

し
よ
う
と
そ
れ
は
自
分
の
自
由
だ
。)

で
す
。 

 

 
 
 

 

  

早
速
で
す
が
、
私
自
身
も
出
品
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
日
立
市
と
い

う
と
や
は
り
ほ
と
ん
ど
の
人
は
工
業
都
市
の
側
面
し
か
目
に
入
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

ん
な
日
立
市
に
も
第
一
次
産
業
に
従
事
し
魅
力
的
な
作
物
を
生
産
す
る
人
も
い
ま
す
。
我
々

は
「
ひ
た
い
ち
」
と
い
う
団
体
名
で
今
年
６
月
よ
り
活
動
開
始
、
会
長
の
本
宮
町
の
農
家
、

割
貝
伸
太
郎
さ
ん
は
「
日
立
は
衰
退
し
た
だ
と
か
も
う
終
わ
り
だ
と
か
そ
ん
な
こ
と
言
う
前

に
日
立
に
も
美
味
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
判
断
し
て
ほ
し
い
。
」
と
普
段
は

ひ
ょ
う
き
ん
な
人
柄
な
が
ら
心
に
熱
い
情
熱
の
炎
を
た
ぎ
ら
せ
る
ナ
イ
ス
ミ
ド
ル
。
今
回
の

イ
ベ
ン
ト
は
７
月
２
０
日
に
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
新
都
市
広
場
で
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

従
来
の
健
康
保
健
証
は
今
年
中
に
新
規
発
行
な
く
な
り
ま
す 

 

 

医
療
機
関
に
行
き
診
察
や
薬
受
領
に
窓
口
に
健
康
保
険
証
を
提
示
し
ま
す
が
、
今
年
の

１２
月
２
日
以
降
は
新
た
に
健
康
保
険
証
の
発
行
は
な
く
な
り
ま
す
。
保
険
証
の
有
効
期

限
が
１２
月
以
降
の
人
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
（
健
康
保
険
証
紐
付
き
）
を
提
示
し
ま
す
。 

 

つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
な
い
人
や
持
っ
て
い
て
も
健
康
保
険
証
を
紐
付
け

し
て
な
い
人
は
、
資
格
確
認
書
を
健
康
保
険
組
合
や
各
自
治
体
に
申
し
込
み
し
て
発
行
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
廃
止
日
よ
り
１
年
間
旧
保
険
証
は
有
効
で
す
が
今
年
中
に

は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
発
行
申
請
や
健
康
保
険
証
の
紐
付
け
も
行
っ
て
い
た
ほ
う
が
賢
明
で

す
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
受
給
率
は
全
国
で
は
約
８０
％
（
令
６
年
６
月
現
在
）
で
、
中
里
学

区
内
も
約
８０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
住
民
登
録
値
に
よ
る
数
値
） 

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
保
険
証
の
メ
リ
ッ
ト 

① 

診
療
情
報
を
確
認
で
き
る 

 

特
に
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る
場
合

は
、
医
療
情
報
を
一
元
的
に
管
理
で
き
る
。 

② 

窓
口
支
払
い
で
限
度
額
以
上
の
支
払
い
が
不
要
と
な
る 

高
額
医
療
の
申
請
が
不

要
で
一
時
的
な
診
察
費
縦
替
え
も
省
略
さ
れ
る 

日
立
市
の
医
療
機
関
の
殆
ど
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
使
え
ま
す
。
賀
美
診
療
所
も
使
え
ま
す 

    

７
月
２１
日
（
土
） 

中
里
小
中
学
校
の
芝 

グ
ラ
ン
ド
で
５０
名
の 

の
児
童
・
生
徒
・
地
域 

人
た
ち
が
日
立
市 

発
祥
の
ラ
ジ
オ
体
操 

を
行
い
ま
し
た
。 

 

「
芝
の
上
で
の
体
操 

気
持
ち
よ
か
っ
た
」
と 

大
好
評
で
し
た
。
毎
年 

行
っ
て
い
ま
す
。
参
加 

し
て
み
て
は
い
か
が
＞ 

 

 

日
立
市
は
今
年
６
月
１
２
日
㈱
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
、
㈱
吉
川
油
脂(

本
社 

栃
木
県
佐
野
市)

の
２

社
と
の
間
に
「
持
続
可
能
な
資
源
循
環
社
会
の
実
現
に
向
け
た
廃
食
用
油
の
有
効
活
用
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
た
。
こ
の
協
定
の
締
結
は
茨
城
県
に
お
い
て
は
小
美
玉
市
に
続
き
２
例
目

で
あ
り
「
日
立
市
の
廃
食
用
油
で
飛
行
機
を
飛
ば
そ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
発
表

し
た
。
日
立
市
は
元
々
、
平
成
２
１
年
よ
り
一
般
家
庭
か
ら
の
廃
食
用
油
の
拠
点
回
収
を
開
始
、

平
成
２
７
年
か
ら
は
石
鹸
や
イ
ン
ク
塗
料
な
ど
へ
の
再
利
用
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い

た
。
近
年
、
欧
州
に
お
い
て
航
空
機
燃
料
の
脱
炭
素
が
協
議
さ
れ
て
お
り
、
廃
食
用
油
等
の
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
を
原
料
と
す
る
Ｓ
Ａ
Ｆ(

Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

Ａ
ｖ
ｉ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｆ
ｕ
ｅ
ｌ
：
日
本
語
訳
：
持
続
可
能
な
航
空
燃
料)

は
従
来
の
ジ
ェ
ッ
ト
機
燃
料
と
比
較
し
二
酸

化
炭
素
排
出
量
が
６
０
％
か
ら
８
０
％
程
度
に
提
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的
な
航
空
燃

料
と
し
て
世
界
的
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
は
２
０
２
７
年
か
ら
和
歌
山
県
で
Ｓ

Ａ
Ｆ
製
造
を
目
指
し
て
お
り
同
社
に
よ
る
と
廃
食
用
油
は
回
収
量
の
８
割
を
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
生
成

可
能
で
日
立
市
の
２
０
２
２
年
の
回
収
実
績
の
約
２
万
リ
ッ
ト
ル
を
原
料
と
し
て
試
算
す
る

と
茨
城
空
港
か
ら
台
湾
ま
で 

１
５
０
席
分
の
飛
行
機
の 

片
道
分
の
燃
料
に
な
る
と
い
う
。 

廃
食
用
油
は
日
立
市
の
各
交
流 

セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
回
収 

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
回
収
業
者
に
よ 

っ
て
定
期
的
に
回
収
さ
れ
資
源 

化
さ
れ
燃
料
に
な
っ
た
り
製
品 

に
な
っ
た
り
す
る
。
中
里
交
流 

セ
ン
タ
ー
に
も
回
収
ボ
ッ
ク
ス 

は
あ
る
の
で
こ
れ
を
き
っ
か
け 

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
方
は
是
非
お
願
い
し
ま
す
。 

春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

 

体
育
部
（綿
引
千
尋
部
長
）主
催 

 

長
寿
部
（会
沢
修
部
長
）共
催 

 

４
月
２
０
日
（
土
）
緑
色
に
染
ま
っ
た
中
里
小
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
に
４
０
名
の
参

加
者
が
集
い
、
令
和
６
年
の
春
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

小
学
生
も
交
じ
り
、
荒
蒔
校
長
先
生
と
荒
川
教
頭
先
生
も
特
別
参
加
頂
き
、
グ
ラ
ン

ド
ゴ
ル
フ
・
輪
投
げ
・
パ
ン
ポ
ン
の
３
種
目
個
人
戦
で
開
催
。
一
喜
一
憂
し
和
や
か
に

行
わ
れ
た
。
３
種
目
の
優
勝
者
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
優
勝
者
の
大
津
氏 

「
と
に
か
く
面
白
い
よ
う
に
パ
ー
デ
ィ
が
取 

れ
た
」
２
位
と
２
打
差
で
優
勝
。 

パ
ン
ポ
ン
部
の
優
勝
の
中
島
氏
「
決
勝
の 

相
手
が
強
豪
大
部
勝
美
さ
ん
な
の
で
緊
張
し 

た
」
日
立
発
祥
の
ス
ポ
ー
ツ
で
優
勝
で
き
て 

嬉
し
い
」 

 

輪
投
げ
優
勝
の
石
川
会
長
も
僅
差
で
優
勝 

「
力
ま
ず
腐
乱
に
輪
を
投
げ
ら
れ
た
」 

ち
な
み
に
輪
投
げ
の
子
供
の
部
優
勝
の
千
葉 

奈
々
子
さ
ん
が
４０
点
で
最
高
点
数
で
し
た
。 

 

次
回
も
実
施
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
参
加
お 

願
い
し
ま
す
。 

  
 

体
育
部
の
渡
邊
仁
一
氏
、
ラ
ジ
オ
体
操
の 

終
了
後
に
、
新
た
に
ス
ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
の
競
技 

器
具
１０
人
分
購
入
し
た
こ
と
の
説
明
が
あ
り 

ラ
ジ
オ
体
操
後
に
子
供
た
ち
・
大
人
た
ち
で
芝 

の
グ
ラ
ン
ド
で
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
。 

「
楽
し
い
と
盛
り
上
が
っ
た
。」「
ク
ラ
ブ
２
本 

使
え
分
け
が
面
白
い
」
荒
川
教
頭
先
生
は
、
子 

ど
も
達
に
も
是
非
普
及
さ
せ
た
い
と
の
構
想
を 

話
し
て
い
る
。 

   

突
然
で
す
が
、
今
年
度
よ
り
広
報
活
動
の
見
習
い
を
し
て
い
ま
す
。 

 

新
都
市
広
場
で
行
わ
れ
た
エ
コ
フ
ェ
ス
に
て
日
立
市
の
第
１
次
産
業
従
事
者
達
が
出
店 

マ
イ
ナ
健
康
保
険
証
に
関
し
て 

実
際
に
使
っ
て
み
よ
う 

輪投げの部 優勝 

 石川 諒一氏 

パンポンの部 優勝 

 中嶋 繁雄氏 

グランド GFの部優勝 

 大津 満夫氏 

来
春
の
大
会
は
ス
ナ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
も
追
加 

さ
れ
る
か
？ 

 

ラ
ジ
オ
体
操
を
芝
の
グ
ラ
ン
ド
で 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
い
ま
し
た
。 


